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感覚情報

情動・価値情報 
（報酬）

価値判断 
（行動）

ドーパミン 
セロトニン

情動 
（快不快）

感覚認知から感性・情動が生じる脳の作動原理
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サルを用いた価値判断テスト
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これまでの研究１



視覚による報酬価値判断のネットワーク
これまでの研究２

高次視覚野(TE)
視覚認知

前頭眼窩野
価値評価

嗅周野(perirhinal cortex)
認識・記憶

前頭眼窩野の除去 
→価値判断が障害

L R

Simmons et al 2010



PETによるDREADDの 
生体内イメージング

CNO全身投与による特定
神経活動の遠隔操作

ウイルスベクターによる
DREADD導入

ウイルスベクター

シナプス前の細胞

後の細胞

伝達物質
受容体

神経活動の遠隔操作

CNOありCNOなし

DREADD-CNOによる神経活動の遠隔操作

ORIGINAL：サルDREADDによる神経活動の遠隔操作とその可視化技術

DREADDデザイナー受容体

DREADD 
発現細胞

Armbruster et al., 2007

CNOデザイナー薬物



嗅周野

前頭眼窩野 
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吻内側尾状核をDREADDにより抑制→価値判断に障害
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進行中の研究

Orbitofrontal cortex

Perirhinal cotex

DREADDウイルスベクター
CNOの全身投与 
→価値判断障害 

（繰り返し検証可）



 A01-3 質感認知に伴う情動惹起の神経機構

局所脳活動・特定脳回路・分子機能の操作に伴う行動への影響を同定することで、 
感覚認知から感性・情動が生じる脳の基本的作動原理を明らかにすることを目指す
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